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2025年度 父母説明会
～就職支援について～

神奈川工科大学健康医療科学部

看護学科 キャリア就職委員長 前山直美

・就職支援体制について

・就職支援内容について

・インターンシップへの参加について

・奨学金について

・就職活動に際しての学生指導内容

説明内容
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・クラス担任

・キャリア就職委員会
（学科教員：前山・田名部） タイアップして就職活動を

支援している
・キャリア就職課（事務局）

・看護学科就職事務室 K4号館 416室
・病院パンフレットやインターシップ情報の閲覧
・就職活動に必要な書類手続き
・就職相談（担任との連携の元）

就職支援体制について

就職支援内容について
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・看護専門職としてのスタートとして職場選択は重要

・職場選択の基準

・自分自身が目指す看護、なりたい看護師像の実現

（自分に合っている病院機能、看護部機能）

・自分の特性を理解し、自分の力が発揮できる

以前のように志望した病院に就職できない現状がある

⇒インターンシップは、職場状況をリアルにつかむことができる

積極的な参加を推奨している（2年生からの参加）

夏休み期間、春休み期間、随時開催

インターンシップへの参加の奨励

奨学金について

：各病院により奨学金規程が異なる

【主な奨学金の種類】
・独立行政法人 日本学生支援機構
貸付奨学金（第一種奨学金・第二種奨学金・入学時特別増額貸与奨学金）
給付奨学金

・神奈川県看護師等修学資金（貸与）

・病院奨学金

・学力審査の有無/貸与額/返済義務の有無/利子など
詳細をしっかり確認したうえで活用する。

卒業後のキャリアプランを考えて選択する

・病院奨学金の場合は、インターンシップ等に参加する。
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・自己理解ができていて自己アピールが出来る
・実習経験が話せる
・自分のやりたい看護が語れる
・目指したい看護師像がある
・看護職という職業に魅力を感じている
・患者を中心に思考できる
・志望動機が明確である
・話すときには相手の目をみて話す
・質問に対する回答が正確である
・質問に対し自分の言葉で話せる

採用側が求める人財 （看護部長からの聞きとり）

就職活動に際しての学生指導内容

１．学業に勤勉に取り組む。

採用側が学科成績、特に実習成績を採用基準とする。

国家試験合格が採用要件となる。

免許がなければ就労できない。

２．日常知を自己研鑽する。

礼儀正しさ 言葉づかい ルールが守れる 謙虚さなど

３．コミュニケーションスキルを向上させる。

４．看護観（看護に対する見方、考え方、取り組み方）をもち、

看護職としての成長に努力する。

就職に向けて日頃から準備すること

就職活動に際しての学生指導内容
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①採用試験⇒第1希望から受験し、結果を待って次を受験する。

原則的に併願はしない。

②やむをえず併願となる場合は、受験先にその旨を話しておく。

③内定後、承諾書を就職先に提出した後の辞退はできない。

④就職活動で判断に困った時は経験者に相談する。（教員）

⑤就職活動の進捗、結果報告をタイムリーに行う。

⑥就職活動の必要書類申し込み書の運用

看護学科就職課に提出⇒キャリア就職教員が捺印

就職活動に関しての諸注意

就職活動に際しての学生指導内容

・看護専門職として成長していく上で、最初の職場は

重要な意味をもちます。

・各自の夢や希望が実現でき、継続できる職場選択が

できますよう大学としても支援させて頂きます。

・就職活動は、入学年度から開始し準備していくことが

必要です。

・保護者の皆様方の御支援を宜しくお願い申し上げます。

最後に・・・


